
と　き ７月24日㈰　午前11時～午後４時30分　
ところ 東京交通会館12階カトレアサロン（東京都千代田区有楽町２‒10‒１）

　東北６県の自治体・団体が出展する移住相談会が開催され、本市も「上十三・十和田湖広域定住自立圏（※）」
として出展します。相談会では、移住に関する疑問や心配事などを個別に相談できます。地方暮らしや移住に興
味のある人は、ぜひご参加ください。
（※）十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、秋田県小坂町で構成する圏域

地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと 日々コレ十和田 検索

▲イベントの内容など詳しくは、
　ＱＲコードからご覧ください。

問政策財政課☎51-6712

問認定NPO法人ふるさと回帰支援センター☎03-6273-4415
　メール event3@furusatokaiki.net

　市では、持続可能な社会を目指してS
エス ディー ジーズ

DGsの取り組みを進めています。今号では、世界共通の17のゴール（国際目
標）のうち、ゴール６の達成に向けた市の取り組みや一人一人ができることなどを紹介します。

問政策財政課☎51-6712

　きれいな水は私たちの暮らしに欠かせないものです。しかし、世界では経済の悪化や上水道・下水道な
どのインフラが整備されていないことにより、安全な水を手に入れることが難しい地域があり、下痢や病
気などで多くの子どもたちが命を落としています。また、産業などの発展に伴い人口が増えるにつれて、
水の使用量も増え続け、水不足が大きな問題となっています。さらに、気候変動や森林破壊、水質汚染、
洪水など水に関わる深刻な問題が世界各地で起こっています。
　日本は、豊かな水資源に恵まれ、上水道や下水道の普及率が高く、水が安全に管理されているおかげで、
きれいなおいしい水をいつでも飲むことができます。しかし、日本でも温暖化の影響などによる水不足が
問題となっているため、水は限られた貴重な資源であると認識を改める必要があります。
　ゴール６「安全な水とトイレを世界中に」では、全ての人が安全な水を飲むことができ、トイレなどの
衛生的な環境を確保し続けることを目指しています。

ゴール６　安全な水とトイレを世界中に

◆ 安全な水道水の安定供給（水道事業）
　安全性の高い浄水処理を行うとともに、漏水などの防止に向けて、
重要管路の耐震化や老朽管などの水道施設の更新を実施しています。

◆ 衛生的な汚水処理（下水道事業）
　下水道施設の適切な維持管理、耐震化・更新などを進めるとともに、
下水道接続の啓発を行い水洗化の促進に取り組んでいます。

◆ 森林・農村環境の保全
　森林の荒廃防止・保全や農村環境の保全を進めることで、水資源の
涵
かんよう

養や水質浄化をはじめとした森林・農地の多面的機能を確保します。

達成に向けた市の取り組み
　私たちの暮らしには安全できれいな水が
不可欠です。水は限られた資源と考え、蛇
口を小まめに閉めるなど、節水を心掛けま
しょう。
　また、きれいな水を使い続けるためにも
水資源となる森や山、自然の生態系を守る
ことが大切です。

【一人一人ができること】

SDGs～持続可能な社会を目指して～

入場無料
申し込み不要

出展数過去最大

本市へのＵターンや移住を考えているご家族やお知り合いにお知らせください

　また、きれいな水を使い
水資源となる森や山、自然
ことが大切です。
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